
研
究
所
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

-'­〆、

研
究
所
創
立
二

十
周
年
を
迎
え
て

ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ

文
化い
研
究
所
所
長

恩

田

ftノ彰

東
洋
大
学
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
は 、
本
年
度
(一
九
七
九
年 、
昭
和
五
四
年)
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て、
そ
の
記
念
行
事
と
し

て
六
月
に
は
特
別
講
演
会 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
い
た 。
さ
ら
に
記
念
紀
要
と
し
て
の
研
究
年
報
を
公
刊
す
る
こ
と
に
し
た 。

こ
の
時
に
あ
た
り 、
研
究
所
の
二
十
年
の
歩
み
を
回
顧
し
て
み
よ
う
と
思
う 。
「
研
究
所
八
年
の
あ
ゆ
み」
に
つ
い
て
は 、
す
で
に
船
木
勝
馬

研
究
員
に
よ
っ
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る 。
(
船
木
勝
馬
編
「
研
究
所
八
年
の
あ
ゆ
み」
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
年
報一
九
六
六
年

度
参
照)
そ
こ
で
こ
こ
で
は 、
こ
の
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら 、
さ
ら
に
そ
の
後
の
歩
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う 。

「
研
究
所
八
年
の
あ
ゆ
み」
に
よ
る
と 、

こ
の
八
年
間
に
本
研
究
所
の
進
む
べ
き
路
線
は 、

す
で
に
と
と
の
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
そ

の
後
は 、
そ
の
路
線
を
走
れ
ば
よ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が 、
し
か
し
そ
こ
に
も
工
夫
と
努
力
を
必
要
と
し
た 。
研
究
活
動
を
発
展
さ
せ
る
に
は 、

並
み
並
み
な
ら
ぬ
労
力
の
蓄
積
と
創
造
力
と
多
く
の
人
の
協
力
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 。

東
洋
大
学
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
は 、
一
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
年)
五
月 、
大
島
豊
学
長
を
所
長
代
理
と
し
て
設
立
さ
れ
た 。
当

時
は
東
洋
大
学
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
と
い
っ
て
い
た 。
そ
の
設
立
趣
意
書
に
よ
れ
ば 、
「
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
の
近
代
化
を
妨
げ
る一
切

の
障
碍
を
克
服
し 、
新
興
諸
民
族
の
自
主
繁
栄
の
た
め
の
建
設
方
策
を
探
究
す
る」
と
い
う
雄
大
な
構
想
を
も
っ
て
研
究
活
動
を
始
め
た 。
大
学

内
部
で
は 、
主
と
し
て
研
究
会
を
開
い
て
個
人
の
研
究
発
表
を
行
な
い 、
対
外
的
に
は 、
イ
ス
ラ
エ
ル 、
パ
キ
ス
タ
ン 、
ガ
i
ナ
な
ど
と
の
友
好

親
善
を
は
か
り 、
他
の
関
係
機
関
と
提
携
し
て
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
た 。



一
九
六一
年
(
昭
和
三
六
年)
に
は 、
佐
久
間
鼎
学
長
が
所
長
を
兼
任
し 、
翌一
九
六
二
年
(
昭
和
三
七
年)
に
は 、
新
し
い
構
想
に
よ
っ
て

研
究
所の
再
編が
は
か
ら
れた 。
すな
わ
ち
運
営
委
員を
選
出し 、
運
営
委
員
会によっ
て
研
究
所の
諸
問題を
協
議し
て
運
営を
行っ
てい
く

こ
と
に
な
っ
た 。
そ
し
て
研
究
員
の
研
究
テ
l
マ
を
整
理
す
る
た
め
に
研
究
員
カ
i
ド
を
作
成
し 、
一
九
六一ニ
・
六
四
年
度
(
昭
和
三
八・
三
九

年
度)
に
は 、
そ
の
共
通
テ
l
マ
を
「
異
種
文
化
の
交
流
と
変
成」
と
決
定
し 、
研
究
所
の
名
称
を
「
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所」
と
改

め 、
新
し
い
研
究
活
動
の
方
針
が
決
め
ら
れ
た 。
す
な
わ
ち
「
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
文
化
の
諸
相
に
つ
い
て、
基
礎
的
か
つ
総
合
的
な
研

究
調
査を
行
な
い 、
その
成
果を
発
表し 、
こ
れ
らの
地
域
と
の
友
好 、
親
善を
は
か
り 、
相
互の
繁
栄
に
寄
与
す
る」
こ
とを
目
的
とし 、
ア

ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
文
化
お
よ
び
文
他
交
流
に
関
す
る
研
究
調
査
や
必
要
な
資
料
の
収
集
整
備 、
お
よ
び
研
究
成
果
の
発
表
を
行
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
た 。
そ
し
て
本
学
の
各
分
野
の
教
員
が
研
究
員
と
な
り 、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
共
通
テ
i
マ
に
つ
い
て
総
合
研
究
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た 。

一
九
六
四
年
(
昭
和
三
九
年〉
三
月 、
六
三
年
度
の
研
究
報
告
概
要
が
各
研
究
員
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ 、
歴
史
学・
言
語
学・
比
較
文
学・
心

理
学・
社
会
学・
経
済
学
の
各
部
門
ご
と
に
整
理
し
て
公
表
さ
れ
た 。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
は 、

研
究
年
報
が
発
行
さ
れ
る
前
年
度
の
六
五
年

度
(
昭
和
四
0
年
度)
ま
で 、
毎
年
発
行
さ
れ
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
六
三 、
六
四
年
度
は
共
通
テ
l
マ
の
も
と
に
総
合
研
究
を
行
う
ま
で
に
は

い
た
ら
な
か
っ
た 。

一
九
六
五
年
度
(
昭
和
四
0
年
度)
は 、
新
任
の
市
村
其
三
郎
所
長
の
下
に
新
し
い
研
究
テ
l
マ
が
検
討
さ
れ 、
「
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域

に
お
け
る
宗
教
儀
礼
の
比
較
文
化
的
研
究」
と
い
う
総
合
研
究
テ
l
マ
が
決
定
し
た 。
こ
れ
に
基
づ
い
て、
次
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
別
の
研
究
テ

i
マ
が
か
か
げ
ら
れ 、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
て
研
究
組
織
が
つ
く
ら
れ 、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 。

ω
日
本
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
の
研
究

ω
中
国
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
の
研
究

ゆ
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
の
研
究

帥
宗
教
の
構
造
と

人
間
関
係

例
宗
教
の
行
法
の
比
較
文
化
的
研
究

こ
の
時
期
に
あ
た
り一
九
六
五
年
(
昭
和
四
O
年〉
に
東
洋
大
学
附
置
研
究
所
規
則
が
施
行
さ
れ 、
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
も
大
学

研
究
所
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

七



研
究
所
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

λ 

附
置
研
究
所
の一
つ
と
し
て
体
制
を
と
と
の
え 、
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。

一
九
六
六
年
(
昭
和
四一
年)
四
月 、
研
究
所
は
八
十
周
年
記
念
館
(一
号
館)
の
九
階
の一
室
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り 、
研
究
活
動
を
さ

ら
に
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た 。
六
六
年
度
に
は 、
公
開
講
演
会
を
聞
き 、
ま
た
研
究
年
報
を
公
刊
し 、
研
究
成
果
を一

般
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
すべ
き
こ
と
で
あ
っ
た 。
こ
の
時
期
か
ら
研
究
例
会
を
原
則
と
し
て
月一
回
聞
き 、

年
間
約
六
回
は
行
な
っ
て
い
る 。
本
研
究
所
の
特
色
と
し
て、
現
地
調
査
が
重
要
で
あ
る
が 、
高
橋
統一
研
究
員
は 、
一
九
六
六
年
か
ら
六
七
年

に
か
け
て 、
主
と
し
て
東
ア
フ
リ
カ
の
中
部
ナ
イ
ル
・
ハ
ム
系
の
テ
ソ
族
及
び
カ
ラ
モ
ジ
ヨ
族
を
中
心
に
社
会
人
類
学
的
調
査
を
行
な
っ
た 。

一
九
六
七
年
(
昭
和
四
二
年) 、

研
究
所
を
よ
り
積
極
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め 、

責
任
体
制
を
つ
く
っ
て、
運
営
委
員
が
仕
事
を
分
担
す
る

こ
と
に
な
っ
た 。
す
な
わ
ち 、
庶
務 、
企
画・
事
業 、
図
書、
経
理 、
紀
要
等
で
あ
る 。
現
在
は 、
企
画 、
編
集 、
図
書、
経
理 、
庶
務
の
役
割

分
担
を
し
て
い
る
が 、
こ
の
こ
と
は
研
究
活
動
の
推
進
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る 。

一
九
六
八 、
六
九、
七
0
年
度
(
昭
和
四
三 、
四
四、
四
五
年
度)
の
総
合
研
究
テ
l
マ
は 、
「
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
儀
礼
の

比
較
文
化
的
研
究」
と
し
て 、
宗
教
儀
礼
を
含
め
て、
ひ
ろ
く
儀
礼
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た 。
六
九
年
度
に「
三
宅
島
宗
教
儀
礼
調
査」

(
千
葉
栄 、
佐
藤
俊
雄
研
究
員) 、
六
九 、
七
0
年
度
に
「
滋
賀
県
の
宮
座
の
調
査」
(
高
橋
統一
研
究
員)
ま
た
七
0
年
度
に
は
「
邪
馬
台
国
卑

弥
呼
の
基
の
調
査」
(
市
村
其
三
郎
研
究
所
長〉
が
行
わ
れ
て
い
る 。

九
七

七
二
年
度
(
昭
和
四
六 、
四
七
年
度)
の
テ
l
マ
は 、
共
同
研
究
と
し
て、
ω
会
津
若
松
宗
教
儀
礼・
教
育
調
査

ω
官
座
の
社

会
人
類
学
的
調
査

ω
中
国
文
化
と
周
辺
異
民
族
文
化
と
の
交
流
(
華
陽
国
志
訳
註
の
研
究)

ω
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
言
語
と

文
化
に
分
か
れ 、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た 。

一
九
七
三
年
度
(
昭
和
四
八
年
度)
の
グ
ル
ー
プ
別
研
究
テ
l
マ
は 、
ω
宗
教
文
化
の
変
遷

ω
中
国
文
化
と
周
辺
民
族
の
交
流

ω
中
国
文

芸
思
潮

ω
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
の
賎
民
制

例
教
育・
心
理
で
あ
っ
た
が 、
七
四
年
度
は 、
研
究
テ
l
マ
の
変
更
が
あ
り 、
第
四
グ
ル
ー
プ
は

「
ア
ジ
ア
地
域
の
宗
教・
言
語
お
よ
び
教
育
の
比
較
文
化
的
研
究」
に
改
め
ら
れ
た 。
七
三
年
度
に
「
新
島
に
お
け
る
宗
教
儀
礼
と
教
育
の
調



査
(
千
葉
栄
研
究
所
長 、
西
村
誠、
佐
藤
俊
雄
研
究
員)
が
行
わ
れ
た 。
七
四
年
度
に
金
岡
照
光
研
究
員
は 、
ソ
ビ
エ
ト 、
フ一フ
ン
ス 、
イ
ギ

リ
ス
を
歴
訪
し 、
敦
煙
写
本
の
調
査 、
敦
患
研
究
の
状
況
の
調
査
を
行
な
っ
た 。

一
九
七
五
年
度
(
昭
和
五
十
年
度)
の
グ
ル
ー
プ
別
研
究
テ
l
マ
は 、
ω
宗
教
文
化
の
変
遷

ω
中
国
文
化
と
周
辺
民
族
文
化
の
交
流

(3) rよ喝邑

座
の
社
会
人
類
学
的
調
査

ω
ア
ジ
ア
地
域
の
宗
教・
言
語
お
よ
び
教
育
の
比
較
文
化
的
研
究
で
あ
っ
た 。
七
五 、
七
六 、
七
七
年
(
昭
和
五
O 、

五一
、

五
二
年〉
に
は 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
地
域
の
宗
教・
言
語
お
よ
び
教
育
の
比
較
文
化
的
研
究
の
あ
り
方」
を
聞
き 、
本
研
究
所
の

共
通
テ
l
マ
で
あ
る
比
較
文
化
的
研
究
の
問
題
点
の
追
究
と 、
そ
の
共
同
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
員
の
報
告
に
基
づ
き
討

論
を
行
な
っ
た 。

一
九
七
六 、
七
七、
七
八 、
七
九
年
度
(
昭
和
五一
、

五
二 、
玉
三 、
五
四
年
度〉
の
主
要
な
る
研
究
テ
I
マ
は 、
ω
宮
座
の
社
会
人
類
学
的

研
究

ω
中
国
文
化
と
周
辺
民
族
文
化
の
交
流

ゆ
ア
ジ
ア
地
域
の
宗
教・
言
語
お
よ
び
教
育
の
比
較
文
化
的
研
究
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
現
在
本

研
究
所
の
研
究
テ
i
マ
は
以
上
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る 。
ω
の
研
究
で
は 、
高
橋
統一
研
究
員
の
指
導
の
下
に、
滋
賀
県
を
中
心
と
し
て
宮
座

の
研
究
が
行
わ
れ 、
そ
の
成
果
は
関
係
諸
学
会
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る 。
ま
た
ω
の
研
究
は 、
①
「
華
陽
国
志」
の
訳
注
を
通
し
て
中
国
と

中
国
周
辺
諸
民
族
交
流
の
歴
史
的
研
究
と
②
東
洋
に
お
け
る
神
話 、
伝
説
に
現
れ
た
民
族
性
の
研
究
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が 、
「
華
陽
国
志」
の

訳
注
研
究
は 、
船
木
勝
馬
研
究
員
を
中
心
と
し
て
研
究
が
続
行
さ
れ 、
現
在
巻
五
ま
で
公
刊
さ
れ
て
お
り 、
こ
の
研
究
成
果
は 、
関
係
諸
学
会
の

研
究
者
の
注
目
を
集
め 、
そ
の
続
刊
が
待
望
さ
れ
て
い
る 。
ω
の
研
究
で
は 、
①
宗
教
の
儀
礼
と
行
の
比
較
文
化
的
研
究
に
お
い
て
「
吉
田
神
道

に
お
け
る
太
元
宮
創
立
の
意
義
(
千
葉
栄
研
究
員)」 、
「
ヨ
l
ガ
お
よ
び
禅
に
お
け
る
膜
想
の
心
理
学
的
比
較
研
究」
(
恩
田
彰〉
が
行
わ
れ
て
い

る 。
②
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
地
域
的
特
性
に
関
す
る
比
較
教
育
的
研
究
(
倉
内
史
郎 、
西
村
誠
研
究
員〉
で
は 、

沖
縄
県
で
現
地
調
査
が
行
な
わ
れ
た 。
③
近
代
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
観
と
世
界
観
(
針
生
清
人
研
究
員)
④
ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け

る
文
化
交
流
で
は 、
福
鎌
忠
恕
研
究
員
は一
九
七
五
年
(
昭
和
五
十
年)
に
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中、
二
度
に
わ
た
っ
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
訪
問
し 、
イ

ブ
ン・
ハ
ル
ド
ワ
l
ン
に
つ
い
て
研
究
調
査
を
し
た 。
渡
辺
宏
研
究
員
は 、
マ
ル
コ
・
ポ
l
ロ
の
「
東
方
見
開
録」
に
つ
い
て、
多
面
的
に
研
究

研
究
所
創
立
二
十
局
年
を
迎
え
て

九



研
究
所
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

。

を
進
め
そ
の
成
果
は
関
係
研
究
者
の
注
目
す
る
所
と
な
っ
て
い
る 。
ま
た
⑤
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
諸
民
族
の
言
語 、
習
俗 、
思
考
法
の
比
較
研

究
(
森
川
久
次
郎 、
宮
2
2
回
日ぬ
研
究
員)
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る 。

一
九
七
七
年
(
昭
和
玉
二
年)
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
比
較
文
化
論
を
め
ぐ
っ
て」
が
行
わ
れ
た 。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
講
座・
比
較
文
化

(
全
八
巻 、
研
究
社)
の
何
れ
の
巻
(
ま
た
は
章)
に
つ
い
て
数
名
の
研
究
員
が
通
読
し 、
こ
れ
を
紹
介
批
判
し
な
が
ら
話
題
を
提
供
し 、
こ
れ

に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た 。
ま
た
現
代
中
国
の
少
数
民
族
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
谷
口
房
男
研
究
員
は 、
七
八
年
に
東
洋 、
駒
沢 、

早
稲
田
大
学
友
好
訪
中
田
の
一
員
と
し
て
中
国
を
訪
問
し 、
各
地
の
古
蹟
を
調
査
し
た 。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は 、
公
開
研
究
例
会 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
発
表
さ
れ 、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は 、
毎
年
公
刊
さ
れ
て
い
る
「
ア
ジ
ア

-
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報」
に
発
表
さ
れ
て
い
る 。
研
究
年
報
は 、
現
在
十
三
巻
ま
で
出
て
い
る
が 、
国
の
内
外
の
関
係
研
究
機
関
に

送
ら
れ 、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
誌
と
交
換
さ
れ
て
い
る 。

以
上
研
究
所
の
二
十
年
の
歩
み
に
つ
い
て
述べ
て
き
た
が 、
こ
の
二
十
周
年
を一
つ
の
区
切
り
と
し
て、
将
来
の
研
究
活
動
に
見
通
し
を
立
て

て 、
研
究
活
動
の
発
展
を
期
し
た
い
と
思
う 。


